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東京大学木曽観測所ては 105 cmシュミット望遠鏡用の超広視野高速カメラTomo-eを開発している。このカメ
ラは 84枚の常温駆動CMOSセンサを搭載し、シュミット望遠鏡の直径 9度の全視野を 2 Hzて撮像することがで
きる。これにより、10秒以下の短時間スケールの変動現象の探査が可能になる。本装置ではシュミット望遠鏡の
主焦点面に 84枚のセンサチップ、および読み出しシステムを搭載する。焦点面をセンサチップで隙間なく覆い、
その背面にすべての読み出しシステムを配置するため、読み出しシステムの各ボードはコンパクトかつ、放熱量
の少ないものでなければならない。本研究では、部品数を抑えることでコンパクトかつ低発熱な読み出し回路を
設計した。この回路は 1枚のセンサチップを読み出すADボードと 4枚のセンサチップを駆動するドライブボー
ドからなる。ADボードではサレン・キー型 2次ベッセルフィルタを用いて差動出力信号の増幅とレベルシフト
および高周波ノイズのカットを行った後、16 bit 500 kHz ADコンバータでサンプリングする。ドライブボード
では 4種の電源電圧と 12種のバイアス電圧および 28種の駆動パルスをセンサに供給する。本講演では、設計し
た回路の評価と駆動実験について報告する。


